
2005年 出土の木簡

二
〇
〇
五
年
出
土
の
木
簡

概

要

本
号
に
は
、
昨
年
度
の
研
究
集
会
で

「
二
〇
〇
五
年
全
国
出
土
の
木
簡
」
と

し
て
報
告
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
計
七
二
件
の
遺
跡
の
報
告
を

「
二
〇
〇
五
年
出

土
の
木
簡
」
と
し
て
、
ま
た

「
一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
本
簡

（
二
人
と

と

し
て

一
件
、
「釈
文
の
訂
正
と
追
加

（九
こ

と
し
て
四
件
、
以
上
総
計
七
七
作

の
追
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
関
す
る
情
報
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ご

多
忙
の
中
を
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
方
々
、
な
ら
び
に
関
係
各
機
関
に
対
し
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

本
号
に
収
録
し
た
木
簡
出
土
遺
跡
、
及
び
出
土
し
た
木
簡
の
点
数
は
別
表
の

通
り
で
あ
る
。
木
簡
の
年
代
別
内
訳
は
、
古
代
二
人
件
、
中
世
二
〇
件
、
近
世

三

一
件
、
近
代
五
件
と
な
っ
て
お
り

（但
し
重
複
あ
り
）、
古
代
と
近
世
が
措
抗

し
、
中
世
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
純
粋
な
二
〇
〇
五
年
出
土
の
木
簡
は
二
〇
件
余
り

で
あ
り
、
看
板
に
偽
り
あ
り
の
感
も
な
し
と
し
な
い
が
、
こ
れ
に
は
主
に
二
つ

の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。　
一
つ
は
発
掘
調
査
の
減
少
に
よ
る
木
簡
出
土
事
例
の

下
降
傾
向
が
な
お
続
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
出
土
点
数
は
多
く
て
も

一
遺
跡

数
十
点
に
留
ま
っ
て
お
り
、
点
数
的
に
も
木
簡
出
土
が
低
調
な
傾
向
に
あ
る
の

は
否
め
な
い
。
も
う

一
つ
は
速
報
性
の
低
下
で
あ
る
。
報
告
書
刊
行
後
に
初
め

て
出
土
情
報
が
提
供
さ
れ
る
場
合
が
増
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
木
簡
は
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
見

つ
か
る
考
古
遺
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
検
討
に
は
遺
跡

。
遺

構

。
共
伴
遺
物
の
総
合
的
な
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
厖
大
な
量
の
遺

物
か
ら
木
簡
だ
け
特
別
扱
い
す
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
の
も
正
論
で
は
あ
ろ

う
し
、
時
代
が
降
れ
ば
降
る
ほ
ど
、
そ
の
時
代
の
史
料
全
体
に
占
め
る
出
土
文

字
資
料
の
比
重
が
低
下
し
て
い
く
の
も
や
む
を
得
な
い
。
し
か
し
、
木
簡
を
は

じ
め
と
す
る
文
字
資
料
が
発
掘
調
査
に
お
い
て
果
た
す
役
割
、
資
料
と
し
て
の

価
値
は
、
時
代
を
超
え
て
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
。
文
字
資
料
だ
け
が

一
人
歩

き
す
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
、
遺
跡

・
遺
構

。
遺
物
と
結
び
つ
い
た
形
で
、

か
つ
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
木
簡
出
土
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
今
後
も
本
誌

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

か
か
る
状
況
に
も
拘
わ
ら
ず
、
本
号
が
ご
覧
の
よ
う
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
な
っ

た
の
に
は
、
実
は
も
う

一
つ
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
四
年
に
奈
良
文

化
財
研
究
所
と
共
同
で
刊
行
し
た

『全
国
木
簡
出
土
遺
跡

・
報
告
書
綜
覧
』
の

編
集
過
程
で
初
め
て
把
握
で
き
た
木
簡
出
土
情
報
に
つ
い
て
、
本
号
に
お
い
て



2005年出上の木簡

(○ )平城京跡 (1)

○平城京跡 (2)

平城京跡(3)

旧大乗院庭園

藤原宮跡

○石神遺跡

○山田道跡

○飛鳥京跡

※ 下田東遺跡
○長岡宮跡

○長岡京跡

※○成亥遺跡

○平安京跡

○伏見城跡

大坂城跡

大坂城下町跡

長原遺跡

○萱振遺跡

※○湊遺跡

○明石城下町屋跡本町第一
一次地点

※○雲晴寺近世墓群

※ 坂元遺跡
※ 英賀保駅周辺遺跡第三地
タミ

※○山野里四ッ日遺跡

※○田村西瀬古遺跡

※ 中屋遺跡
※○米町遺跡 (第一〇地点)
※○由比ヶ浜南遺跡

※○高徳院周辺遺跡

※○外神田四丁目遺跡

※○日本橋一丁目遺跡

※○日木橋二丁目遺跡

※○新宿六丁目遺跡

※○向柳原町遺跡

○葛西城址

※ 栗島遺跡
O関津遺跡
(○ )樺崎寺跡

※○下古館遺跡

※○壇の越遺跡

○柳之御所跡

※○毛越寺跡

※○向中野館遺跡

※○高畠町尻遺跡

※○小日島城跡

奈良県奈良市

奈良県奈良市

奈良県奈良市

奈良県奈良市

奈良県橿原市

奈良県明日香村

奈良県明日香村

奈良県明日香村

奈良県香芝市

京都府向日市

京者焉府向日市

京都府向日市

京都府京都市

京都府京都市

大阪府大阪市

大阪府大阪市

大阪府大阪市

大阪府八尾市

大阪府泉佐野市

兵庫県明石市

兵庫県明石市

兵庫県加古川市

兵庫県姫路市

兵庫県上郡町

三重県松阪市

静岡県浜松市

神奈川県鎌倉市

神奈川県鎌倉市

神奈川県鎌倉市

東京都千代田区

東京都中央区

東京都中央区

東京都新宿区

東京者【台東区

東京都蔦飾区

茨城県筑西市

滋賀県大津市

栃木県足利市

栃木県下野市

宮城県加美町

岩手県平泉町

岩手県平泉町

岩手県盛岡市

山形県高畠町

山形県東根市

54(1)

1

1

1

6(5)

3

1

3(3)

1

5(3)

18(17)

3

4

15

6

23以上

1(1)

2

1

1

15

4

19

1

1

5

7

4

1

59

19

26

1

49

4

5

1

7

1

1

11(1)

7

寺院・墓地

集   落
集   落

集   落
集   落
居舘・自然流路

都   市
都   市
寺   院
都   市
都   市
都   市
都   市
都市・庭園

城   館
集   落
集   落
寺   院
集   落
集   落
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古
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2005年出土の木簡

○鶴ヶ岡城跡 (二の丸南辺

地′点)

※○横山遺跡

○払田柵跡

※○本堂城跡

高間 (―)遺跡
○十三湊遺跡

※ 下堤 。青草町遣跡
※○昭和町遺跡

※○木ノ新保遺跡

※○久昌寺遺跡

※○千木ヤシキダ遺跡

加茂遣跡(1)

加茂遺跡(2)

小出城跡

※○春日山城跡

○米子城跡

※○御所遺跡

※ 沈没船 (推定いろは丸)
埋没地点遺跡

(○)安芸国分寺跡

○萩城跡 (タト堀地区)

※○二刀遺跡

○観音寺遺跡

※ 徳島惣構跡
高松城跡 (厩跡)

O大宰府跡
○観世音寺

※ 廷岡城跡

山形県鶴岡市

秋田県由利本荘

市

秋田県大仙市・

美郷町

秋田県美郷町

青森県青森市

青森県五所川原

市

石川県金沢市

石川県金沢市

石川県金沢市

石川県金沢市

石川県金沢市

石川県津幡町

石川県津幡町

富山県富山市

新潟県上越市

鳥取県米子市

岡山県総社市

広島県福山市沖

広島県東広島市

山口県萩市

山口県下関市

徳島県徳島市

徳島県徳島市

香川県高松市

福岡県太宰府市

福岡県太宰府市

宮崎県延岡市

3

1

3

3

17

1

1

6

81

60

1

1

3

1

1

3

2

7

中世・近世

近   世

古   代

中世～近世

中   世
中   世

近   世
近   世
近世・近代

近   世
古   代
古   代
古   代
中世～近世

近   世
近世 。近代

古   代
近   世

集落・城館

集   落

城 柵 官衛

城   館
集   落
港 ・ 集 落

城 下 町
城 下 町
集落・水田

墓   地
官   衛
官   衛
官   衡
城   館
城   郭
城 下 町
官   衛
水中(沈没船)

寺   院
城 下 町
遺物包蔵地

自然 流 路

城 下 町
城   郭
官   衛
寺   院
城   郭

代

世

代

代

世

世

代

世

代

中

近

代

世

古

近

古

古

近

近

古

古

近

※は木簡新出土遺跡  ○は2004年以前出土遺跡 (○ )イよ2004年以前出土もある遺跡

も
関
係
各
機
関

・
調
査
担
当
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て

原
稿
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ば

『綜
覧
』
効
果
の
延
長
と
い
っ
て
よ
い
。
勿
論

『綜
覧
』
で

把
握
し
た
情
報
全
体
か
ら
み
れ
ば
原
稿
化
で
き
た
の
は
ま
だ

僅
か
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
遺
跡
に
つ
い
て
、
少
し

で
も
早
い
機
会
も
本
誌
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
今
後
と
も
な
お

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

さ
て
、
次
に
個
別
の
遺
跡
に
つ
い
て
、
概
要
を
見
て
い
く

こ
と
に
す
る
。
都
城
で
は
、
平
城
京
跡
で
の
出
土
が
目
を
引

く
。
東
堀
河
の
牛
の
捕
獲
に
関
す
る
告
知
札
を
は
じ
め
、
三

条
大
路
北
側
溝
の
藤
原
仲
麻
呂
の
田
村
第
と
の
関
連
を
窺
わ

せ
る
木
簡
な
ど
、
注
目
す
べ
き
も
の
が
多
い
。
今
回
平
城
京

跡
で
久
方
ぶ
り
に
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
木
簡
の
出
土
を
み
た

の
は
、
道
路
拡
幅
に
伴
う
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
条
坊
側
溝

や
東
堀
河
な
ど
を
調
査
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
都
城
の
条
坊

側
溝
は
遺
物
の
宝
庫
で
あ
る
。
北
辺
坊
で
も
木
筒
の
出
土
が

報
じ
ら
れ
て
お
り
、
京
南
辺
の
発
掘
調
査
の
進
展
に
よ
っ
て
、

そ
の
形
態
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
投
げ
か
け
ら
れ

て
い
る
平
城
京
の
構
造
を
知
る
上
で
、
今
後
の
木
簡
出
土
に

寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き
い
。



飛
鳥
地
域
と
藤
原
京
、
長
岡
京
か
ら
の
出
土
は
僅
か
で
あ
っ
た
が
、
長
岡
京

跡
に
重
層
し
て
営
ま
れ
た
中
世
の
成
亥
遺
跡
の
事
例
が
注
意
さ
れ
る
。
平
城
京

跡
と
青
野
遺
跡
の
例
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

各
地
の
古
代
の
木
簡
で
は
、
出
土
か
ら
間
も
な
い
昨
年
の
研
究
集
会
で
事
例

報
告
を
い
た
だ
い
た
奈
良
県
下
田
東
遺
跡
の
木
簡
が
ま
ず
大
書
さ
れ
る
。
奈
良

県
に
お
け
る
木
簡
の
出
土
は
都
城
を
除
く
と
意
外
に
少
な
い
。
年
魚
な
ど
の
売

買
、
播
種
の
日
付
な
ど
の
農
業
経
営
に
関
わ
る
記
載
、
馬
の
進
上
に
関
わ
る
解

文
と
い
う

一
見
脈
絡
の
な
い
内
容
に
少
な
く
と
も
三
度
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ

た
こ
の
木
簡
は
、
畿
内
の
集
落
の
あ
り
方
を
考
え
る
格
好
の
材
料
と
な
ろ
う
。

そ
の
他
、
古
代
の
木
簡
で
は
溝
や
流
路
出
上
の
遺
物
が
多
い
。
山
形
県
高
畠

町
尻
遺
跡
、
石
川
県
加
茂
遺
跡
、
徳
島
県
観
音
寺
遺
跡
な
ど
の
ほ
か
、
訂
正
と

追
加
の
佐
賀
県
中
原
遺
跡
も
そ
う
で
あ
る
。
官
衡
と
の
関
連
が
明
ら
か
な
木
簡

が
出
土
し
て
も
、
そ
の
使
用

。
廃
棄
場
所
を
特
定
で
き
な
い
流
れ
の
あ
る
遺
構

出
上
の
木
簡
は
そ
の
取
り
扱
い
が
難
し
い
。
こ
の
う
ち
観
音
寺
遺
跡
の
木
簡
は

既
に
百
点
を
超
し
、
地
方
官
衛
遺
跡
出
土
木
簡
と
し
て
は
、
伊
場
遺
跡
群
に
次

ぐ
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
律
令
制
形
成
期
以
降
長
期
間
に
わ
た
る
国
府
を
中

心
と
す
る
地
方
支
配
拠
点
の
遺
物
と
し
て
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
大
き
な

広
が
り
を
も
つ
木
簡
群
で
あ
る
。
茨
城
県
栗
鳥
遺
跡

。
宮
城
県
壇
の
越
遺
跡

・

石
川
県
千
木
ヤ
シ
キ
ダ
遺
跡
な
ど
か
ら
は
、
点
数
は
少
な
い
が
古
代
の
木
簡
が

出
土
し
て
お
り
、
今
後
の
調
査
が
期
待
さ
れ
る
。

中
世
の
木
簡
で
は
、
兵
庫
県
英
賀
保
駅
周
辺
遺
跡
の
応
永
の
年
紀
を
も
つ
大

般
若
経
と
仁
王
経
の
転
読
札
、
寛
喜
三
年
の
年
紀
を
も
つ
も
の
を
含
む
青
森
県

高
間

（
一
）
遺
跡
の
笹
塔
婆
、
福
岡
県
観
世
音
寺
の
嘉
元
二
年
の
年
紀
の
あ
る

卒
塔
婆
な
ど
、
紀
年
銘
資
料
が
そ
ろ
っ
た
。
青
森
県
十
三
湊
遺
跡
の
木
簡
は
、

闘
茶
札
の
こ
れ
ま
で
で
最
北
の
出
土
事
例
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
山

形
県
鶴
ヶ
岡
城
跡
の
四
隅
に
漢
数
字
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
木
簡
も
、
近
世
に

降
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
聞
茶
札
の
可
能
性
が
あ
る
。
東
北
地
方
に
お
け
る
聞

茶
の
伝
播
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
秋
田
県
本
堂
城
跡
の
十
二
神
将
の
名
を

記
し
た
檜
扇
も
特
異
な
事
例
で
注
目
さ
れ
る
。
鎌
倉
の
遺
跡
に
つ
い
て
も
三
件

の
報
告
を
掲
載
で
き
た
。

呪
符
木
簡
の
出
土
も
多
い
。
中
で
も
静
岡
県
中
屋
遺
跡
の
呪
符
は
類
の
な
い

も
の
で
、
冒
心
々
如
律
令
」
だ
け
の
も
の
と
そ
れ
に
四
季
を

一
字
ず
つ
記
し
た

も
の
が
、
馬
の
鞍
と
と
も
に
五
点
セ
ッ
ト
で
出
土
し
て
い
る
。
呪
符
に
は
古
代

に
遡
る
も
の
も
出
土
し
て
い
る
。
岡
山
県
御
所
遺
跡
の
呪
符
は
、
井
戸
の
廃
絶

の
際
の
祭
祀
に
伴
う
と
み
ら
れ
る
大
型
の
も
の
で
あ
る
。
兵
庫
県
坂
元
遺
跡
の

呪
符
も
比
較
的
大
型
の
呪
符
で
あ
る
。

近
世
の
木
簡
は
、
他
の
時
代
の
木
簡
出
土
が
比
較
的
低
調
な
の
に
対
し
、
点

数
的
に
ま
と
ま
つ
た
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。
近
世
の
遺
跡
の
場
合
に

は
、
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
初
め
て
木
簡
の
出
土
が
公
に
な
る
場
合
も
多
い
が
、

遺
構
や
遺
物
の
点
数
が
厖
大
で
あ
る
た
め
、
各
遺
構
面
の
遺
構
ご
と
に
、
し
か

も
観
察
表
の
形
で
遺
物
が
報
告
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
出
土
遺
構
を
含
め
て
出

土
木
簡
を
通
覧
す
る
の
は
難
し
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

。
内
容
の
木
簡
が
多
様



2005年出土の木簡

な
遺
構
か
ら
出
土
す
る
近
世
の
事
例
を
、
他
の
時
代
の
木
簡
と
同
様
に
本
誌
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
紹
介
す
る
に
は
当
然
多
く
の
困
難
を
伴
う
が
、
時
代
に
よ
る

区
別
は
行
な
わ
な
い
と
い
う
編
集
方
針
の
も
と
、
統

一
性
を
重
視
し
た
原
稿
の

執
筆
を
、
多
数
の
近
世
の
遺
跡
に
つ
い
て
特
に
ご
無
理
を
申
し
て
お
願
い
し
た
。

本
誌
に
お
い
て
丹
念
に
取
り
上
げ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
漸
く
近
世
の
木
簡
も
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
自
負
も
あ
る
が
、
た
だ
執
筆
者
か
ら
い

た
だ
い
た
左
記
の
よ
う
な
懸
念
は
心
に
突
き
刺
さ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
近
世
の
遺
跡
に
お
い
て
出
土
す
る
文
字
資
料
は
、
墨
書
だ
け
で

は
な
く
、
刻
書

。
焼
印

。
漆
書
と
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
焼
き
物
の
墨
書

・
刻

書

・
刻
印
、
硯
な
ど
の
石
製
品
の
刻
書
の
ほ
か
、
銭
、
鏡
な
ど
の
文
字
資
料
も

た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
ら
を
横
目
に
見
な
が
ら
木
簡
だ
け
取
り
上
げ
て
紹
介
す

る
の
は
ど
う
も
区
別
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
拭
え
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

勿
論
、
木
簡
以
外
の
文
字
資
料
が
あ
る
場
合
、
墨
書
土
器
に
せ
よ
漆
紙
文
書
に

せ
よ
極
力
紹
介
す
る
方
針
を
と
つ
て
は
い
る
が
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
、
文
字

資
料
も
多
様
化
し
木
簡
以
外
の
資
料
が
厖
大
に
な
っ
て
い
く
た
め
、
カ
ヴ
ァ
ー

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
簡
の
占
め
る
比
重
が

相
対
的
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
時
代
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
考
古
資
料
と
し
て

の
文
字
資
料
が
果
た
す
役
割
を
総
合
的
に
検
討
す
る
視
点
が
な
け
れ
ば
、
近
世

木
簡
学
は
成
り
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

近
世
の
木
簡
で
は
、
「五
大
力
菩
薩
」
の
呪
句
を
も
つ
事
例
が
、
大
坂
城
跡
、

伏
見
城
跡

（訂
正
と
追
加
）、
萩
城
跡
か
ら
相
次
い
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
盗
難

除
け
の
呪
句
と
さ
れ
、
荷
物
の
到
着
の
無
事
を
祈
る
も
の
と
い
わ
れ
る
。
兵
庫

県
英
賀
保
駅
周
辺
遺
跡
の
転
読
札
で
は
、
読
誦
し
た
経
典
に
よ
っ
て

「五
大
力

菩
薩
」
と

「十
六
善
神
王
」
が
書
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、
右
に
見
た
近
世
の
呪

句
の
ル
ー
ツ
と
し
て
興
味
深
い
。

ま
た
、
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
荷
札
に
も
注
目
し
た
い
。
中
で
も
東
京

都
向
柳
原
町
遺
跡
出
土
の
国
許
か
ら
江
戸
藩
邸
に
充
て
た
平
戸
藩
の
荷
札
に
は
、

覆
盆
酒

。
か
ま
す
わ
た
塩
辛

・
ぶ
り

。
ぼ
ら

・
な
ま
こ
な
ど
多
彩
な
品
目
が
登

場
す
る
。
上
部
片
側
に
の
み
切
り
込
み
を
も
つ
特
異
な
形
状
も
珍
し
い
。
東
京

都
外
神
田
四
丁
目
遺
跡

。
日
本
橋
二
丁
目
遺
跡
、
徳
島
県
徳
島
惣
構
跡
、
香
川

県
高
松
城
跡

（厩
跡
）
で
は
、
既
往
の
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
住
人

（な
い
し
そ
の

縁
者
）
が
荷
札
木
簡
の
宛
先
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
て
お
り
、
木
簡
が
遺
跡
の
性

格
の
解
明
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
事
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
木
製
品
の
墨
書
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
も
目
を
引
く
。
井
戸
枠
、

水
桶
、
鮫
皮
を
貼
り
付
け
る
台
座
な
ど
多
彩
で
あ
る
。
特
殊
な
物
で
は
前
述
の

闘
茶
札
、
東
京
都
日
本
橋

一
丁
目
遺
跡
の
芝
居
入
場
札
、
石
川
県
木
ノ
新
保
遺

跡
の
草
履
札
や
近
代
の
氏
子
札
な
ど
が
あ
る
。
寺
院
で
製
造
さ
れ
た
浜
納
豆
の

蓋
板
は
本
号
で
も
多
く
の
遺
跡
で
報
告
が
あ
る
。

さ
て
、
時
代
別
の
概
観
と
は
別
に
、
い
く
つ
か
本
号
掲
載
の
木
街
で
注
意
を

引
い
た
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
ま
ず
、
出
土
状
況
が
注
目
さ
れ
る
木
簡
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
大
阪
府
長
原
遺
跡
の
本
簡
は
、
削
暦
の
墨
痕
が
土

に
転
写
し
た
状
態
で
出
土
し
た
と
い
う
。
筆
者
も
比
較
的
薄
い
木
簡
で
同
様
の



事
例
を
観
察
し
た
経
験
が
あ
る
。
ま
た
、
山
口
県
二
刀
遺
跡
出
土
木
簡
の
よ
う

に
、
出
土
時
に
確
認
さ
れ
た
墨
痕
が
現
在
で
は
確
認
で
き
な
い
事
例
も
あ
る
。

特
に
文
字
部
分
が
浮
き
上
が
り
で
残

っ
て
い
る
木
簡
で
は
、
出
土
後
墨
痕
が
急

速
に
劣
化

・
流
出
す
る
場
合
が
多
い
。
土
の
中
で
た
っ
ぶ
り
の
水
分
に
守
ら
れ

て
き
た
木
簡
の
も
つ
情
報
を
い
か
に
効
率
よ
く
取
り
出
し
て
記
録
し
、
し
か
も

確
実
に
保
存
す
る
か
は
、
今
な
お
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

遺
跡
そ
の
も
の
が
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
す
も
の
も
あ
る
。
広
島
県
沈
没
船

（推
定
い
ろ
は
丸
）
埋
没
地
点
遺
跡
で
は
、
船
の
積
荷
中
の
文
字
資
料
が
海
底

に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
水
中
考
古
学
の
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
報
告
の
も
の
に
は
、
兵
庫
県
辻
井
遺
跡

・
秋
田
県
胡
桃
館
遺

跡

・
佐
賀
県
中
原
遺
跡
な
ど
、
木
簡
の
科
学
的
保
存
処
理
後
の
再
釈
読
に
よ
つ

て
、
こ
れ
ま
で
読
め
な
か
っ
た
文
字
が
判
読
で
き
た
例
が
多
い
。
難
波
津
の
歌

木
簡
の
一
例
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
辻
井
遺
跡
の
木
簡
は
、
出
土
年
か
ら
い

う
と
、
下
の
句
ま
で
書
か
れ
た
難
波
津
の
歌
木
簡
と
し
て
実
は
最
も
早
い
出
土

事
例
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
中
原
遺
跡
出
土
木
簡
で
は
甲
斐
国
の
防
人
の
姿

が
読
み
取
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
防
人
制
度
の
変
遷
の
中
に
き
ち
ん
と
位

置
付
け
ら
れ
る
点
も
特
筆
に
値
す
る
。
ま
た
、
前
述
の
下
田
東
遺
跡
の
本
簡
と

同
様
に
、
木
簡
の
再
利
用
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ
う
。
報
告

書
作
成
後
の
保
存
処
理
に
よ
っ
て
変
更
に
な
っ
た
釈
文
を
公
表
す
る
場
と
し
て

も
、
本
誌
を
活
用
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

な
お
、
従
来
な
ら
ば
、
昨
年
の
研
究
集
会
で

「
二
〇
〇
五
年
全
国
出
上
の
木

簡
」
と
し
て
報
告
し
な
が
ら
本
号
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
遺
跡
を
こ
こ
に
列
挙

す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
研
究
集
会
で
の
報
告
は
必
ず
し
も
当
年
の

出
土
情
報
ば
か
り
で
は
な
く
、
要
す
る
に
そ
の
年
に
情
報
を
入
手
し
、
か
つ
報

告
の
許
可
を
得
た
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
中
に
は
、
釈
読
に
は
至

っ
て
い
な
い

が
、
速
報
性
を
重
視
し
て
公
表
を
認
め
て
く
だ
さ
る
機
関
も
あ
る
。
研
究
集
会

で
報
告
す
る
木
簡
出
土
情
報
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
研
究
段
階
の
も
の
が
混

在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を

一
括
し
て
列
記
す
る
意
味
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
て
き
た
と
考
え
る
の
で
、
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
勿
論
、
で
き
る

だ
け
早
い
機
会
の
情
報
掲
載
を
め
ざ
す
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。
ま
た
、
『綜

覧
』
で
初
め
て
把
握
し
た
も
の
も
含
め
、　
一
九
七
七
年
以
前
出
土
分
に
つ
い
て

は
、
学
会
創
設
以
前
の
出
土
で
あ
る
た
め
網
羅
的
な
掲
載
の
方
針
は
と
っ
て
い

な
い
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
随
時
掲
載
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
誌
は
発
掘
調
査
担
当
者
な
ら
び
に
関
係
各
機
関
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
初
め

て
成
り
立
つ
い
わ
ば
情
報
誌
で
あ
る
。
概
要
の
中
で
触
れ
得
な
か
っ
た
木
簡
も

多
く
ほ
梶
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
情
報
量
の
多
寡
は
問
題
で
は
な
い
。
小
さ
な

出
土
事
例
の
積
み
重
ね
が
木
簡
、
ひ
い
て
は
出
土
文
字
資
料
研
究
を
形
作
る
。

そ
の
点
ご
寛
恕
を
請
う
と
と
も
に
、
情
報
誌
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
編
集
担
当

の
責
任
に
お
い
て
原
稿
の
統

一
を
図
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
場
合
が
少
な
く
な
か

っ
た
点
に
つ
い
て
も
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
今
後
と
も
木
簡
の
研
究
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

（渡
辺
晃
宏
）


